
○
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号

水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

百
七
十
七
号
）
第
五
条
の
三
第
五
項
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十

四
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の
二
並
び
に
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三

項
第
十
号
並
び
に
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並

び
に
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

水
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

水
道
事
業

第
一
章

水
道
事
業

第
一
節

事
業
の
認
可
等
（
第
一
条
―
第
十
七
条
の
十
二
）

第
一
節

事
業
の
認
可
等
（
第
一
条
―
第
十
七
条
の
四
）

第
二
節
・
第
三
節

（
略
）

第
二
節
・
第
三
節

（
略
）

第
二
章
～
第
五
章

（
略
）

第
二
章
～
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
水
道
基
盤
強
化
計
画
の
作
成
の
要
請
）

第
一
条
の
二

市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
水
道
事
業
者
等
（
水
道
法

（
新
設
）

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
者
等
を
い
う
。
）
の
間
の
連
携
等
（
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
連
携
等
を
い
う
。
）
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
二
以
上

の
市
町
村
は
、
法
第
五
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
基
盤
強
化
計
画
（
以
下
「
水
道
基
盤
強
化
計
画

」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
を
要
請
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
五
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
当
該
要
請
に
係
る
水
道
基

盤
強
化
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

（
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
一
条
の
三

法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

第
一
条
の
二

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」

及
び
図
面
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
及

び
図
面
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一
項

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
一
項

第
二
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。



一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

水
道
基
盤
強
化
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
計

八

広
域
的
水
道
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該

画
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

計
画
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九
～
十
二

（
略
）

九
～
十
二

（
略
）

（
変
更
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

（
変
更
認
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
八
条

第
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
八
条

第
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
及
び
図

す
る
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
及
び
図

面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
三
第
一
項
中
「

面
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
二
第
一
項
中
「

次
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
各
号
（
給
水
区
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合

各
号
」
と
あ
る
の
は
「
各
号
（
給
水
区
域
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

に
あ
つ
て
は
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除
き
、
給
水
人
口
を
増
加
さ
せ
よ
う
と

つ
て
は
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除
き
、
給
水
人
口
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除
き
、
給
水
量
を

場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
八
号
を
除
き
、
給
水
量
を
増
加

増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
を
除
き
、
水
源
の
種
別
又

さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
三
号
を
除
き
、
水
源
の
種
別
又
は
取

は
取
水
地
点
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
、
第
三
号
、

水
地
点
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五

第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
き
、
浄
水
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

号
及
び
第
六
号
を
除
き
、
浄
水
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

つ
て
は
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。
）
に
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「

は
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
」
と
、

除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造

同
項
第
九
号
中
「
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
新
設

さ
れ
る
も
の
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
配
水
管
」
と
あ
る
の
は
「
配
水
管
で

、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
配
水
管
」
と
あ
る

あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る

の
は
「
配
水
管
で
あ
つ
て
、
新
設
、
増
設
又
は
改
造
さ
れ
る
も
の
」
と
そ
れ

も
の
と
す
る
。

ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
事
業
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
八
条
の
三

法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
水
道
事
業
者
は
、
申

（
新
設
）

請
書
に
、
休
廃
止
計
画
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
図
面
を
含
む
。
）
を
添

え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

水
道
事
業
の
休
止
又
は
廃
止
に
よ
り
公
共
の
利
益
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

休
止
又
は
廃
止
す
る
給
水
区
域
を
明
ら
か
に
す
る
地
図

三

地
方
公
共
団
体
以
外
の
水
道
事
業
者
（
給
水
人
口
が
令
第
四
条
で
定
め

る
基
準
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
水
道
事
業
の



給
水
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
に
協
議
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
又
は
組
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二

水
道
事
務
所
の
所
在
地

３

第
一
項
の
休
廃
止
計
画
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

休
止
又
は
廃
止
す
る
給
水
区
域

二

休
止
又
は
廃
止
の
予
定
年
月
日

三

休
止
又
は
廃
止
す
る
理
由

四

水
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
事
業
の

全
部
又
は
一
部
の
再
開
の
予
定
年
月
日

五

水
道
事
業
の
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
後
の
給

水
区
域
、
給
水
人
口
及
び
給
水
量

六

水
道
事
業
の
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
後
の
給

水
人
口
及
び
給
水
量
の
算
出
根
拠

（
事
業
の
休
廃
止
の
許
可
の
基
準
）

第
八
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
水
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は

（
新
設
）

廃
止
に
よ
り
公
共
の
利
益
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
で
な
け
れ
ば
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
）

（
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
）

第
九
条

令
第
五
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
か
ら
第
五
号

第
九
条

令
第
四
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次

ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

の
と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
卒
業
者
で
あ
つ
て
、
学
校
教

一

令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
卒
業
者
で
あ
つ
て
、
学
校
教

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
院
研
究
科
に

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
院
研
究
科
に

お
い
て
一
年
以
上
衛
生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学
に
関
す
る
課
程
を
専
攻

お
い
て
一
年
以
上
衛
生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学
に
関
す
る
課
程
を
専
攻

し
た
後
、
又
は
大
学
の
専
攻
科
に
お
い
て
衛
生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学

し
た
後
、
又
は
大
学
の
専
攻
科
に
お
い
て
衛
生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学



に
関
す
る
専
攻
を
修
了
し
た
後
、
同
項
第
一
号
の
卒
業
者
に
あ
つ
て
は
一

に
関
す
る
専
攻
を
修
了
し
た
後
、
同
項
第
一
号
の
卒
業
者
に
あ
つ
て
は
一

年
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
六
箇
月
）
以
上
、
同
項
第
二
号
の
卒
業
者
に

年
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
六
箇
月
）
以
上
、
同
項
第
二
号
の
卒
業
者
に

あ
つ
て
は
二
年
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
一
年
）
以
上
水
道
に
関
す
る
技

あ
つ
て
は
二
年
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
一
年
）
以
上
水
道
に
関
す
る
技

術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

二

外
国
の
学
校
に
お
い
て
、
令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号

二

外
国
の
学
校
に
お
い
て
、
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号

に
規
定
す
る
課
程
及
び
学
科
目
又
は
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す

に
規
定
す
る
課
程
及
び
学
科
目
又
は
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す

る
課
程
に
相
当
す
る
課
程
又
は
学
科
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定

る
課
程
に
相
当
す
る
課
程
又
は
学
科
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定

す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得
し
た
後
、
そ
れ

す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得
し
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年
数
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
そ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年
数
（
簡
易
水
道
の
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年
数
の
二
分
の
一
）
以
上
水
道

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年
数
の
二
分
の
一
）
以
上
水
道

に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

三

（
略
）

三

（
略
）

（
法
第
十
四
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
）

（
法
第
十
四
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
）

第
十
二
条

法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
地
方
公

第
十
二
条

法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第

共
団
体
が
水
道
事
業
を
経
営
す
る
場
合
に
係
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
関
す

二
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

一

料
金
が
、
お
お
む
ね
三
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

料
金
が
、
イ
に
掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
ハ
に
掲
げ

二

料
金
が
、
イ
に
掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
ハ
に
掲
げ

る
額
を
控
除
し
て
算
定
さ
れ
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
合
理
的
か
つ
明
確
な

る
額
を
控
除
し
て
算
定
さ
れ
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
合
理
的
か
つ
明
確
な

根
拠
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

根
拠
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

支
払
利
息
と
資
産
維
持
費
（
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
等
の
原
資

ロ

支
払
利
息
と
資
産
維
持
費
と
の
合
算
額

と
し
て
内
部
留
保
す
べ
き
額
を
い
う
。
）
と
の
合
算
額

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
試
算
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
号
イ

（
新
設
）

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
、
当
該
試
算
に
基
づ
き
、
算
定
時
か
ら
お
お

む
ね
三
年
後
か
ら
五
年
後
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
が
、
同
号
の
期
間
ご
と
の

（
新
設
）



適
切
な
時
期
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
が
、
お
お

（
新
設
）

む
ね
三
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

（
略
）

三

（
略
）

第
十
二
条
の
二

法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
地

（
新
設
）

方
公
共
団
体
以
外
の
者
が
水
道
事
業
を
経
営
す
る
場
合
に
係
る
同
条
第
二
項

第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

料
金
が
、
イ
に
掲
げ
る
額
と
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
ハ
に
掲
げ

る
額
を
控
除
し
て
算
定
さ
れ
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
合
理
的
か
つ
明
確
な

根
拠
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

人
件
費
、
薬
品
費
、
動
力
費
、
修
繕
費
、
受
水
費
、
減
価
償
却
費
、

資
産
減
耗
費
、
公
租
公
課
、
そ
の
他
営
業
費
用
の
合
算
額

ロ

事
業
報
酬
の
額

ハ

営
業
収
益
の
額
か
ら
給
水
収
益
を
控
除
し
た
額

二

第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
試
算
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
号
イ

及
び
ハ
に
掲
げ
る
額
が
、
当
該
試
算
に
基
づ
き
、
算
定
時
か
ら
お
お
む
ね

三
年
後
か
ら
五
年
後
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

三

前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
が
、
同
号
の
期
間
ご
と
の

適
切
な
時
期
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
料
金
が
、
お
お

む
ね
三
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

料
金
が
、
水
道
の
需
要
者
相
互
の
間
の
負
担
の
公
平
性
、
水
利
用
の
合

理
性
及
び
水
道
事
業
の
安
定
性
を
勘
案
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

第
十
二
条
の
三
～
第
十
二
条
の
六

（
略
）

第
十
二
条
の
二
～
第
十
二
条
の
五

（
略
）



（
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
）

（
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
）

第
十
四
条

令
第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
及
び
第
三

第
十
四
条

令
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の

号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
学
校
に

一

令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
学
校
に

お
い
て
、
工
学
、
理
学
、
農
学
、
医
学
及
び
薬
学
に
関
す
る
学
科
目
並
び

お
い
て
、
工
学
、
理
学
、
農
学
、
医
学
及
び
薬
学
に
関
す
る
学
科
目
並
び

に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
科
目
以
外
の
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
（
当

に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
科
目
以
外
の
学
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
（
当

該
学
科
目
を
修
め
て
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
（

該
学
科
目
を
修
め
て
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
（

以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
条
第
二
号
に
お
い
て
「
専
門
職
大
学
前
期
課
程

以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
条
第
二
号
に
お
い
て
「
専
門
職
大
学
前
期
課
程

」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）
後
、
同
項
第
一
号
に
規
定

」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）
後
、
同
項
第
一
号
に
規
定

す
る
学
校
の
卒
業
者
に
つ
い
て
は
五
年
（
簡
易
水
道
及
び
一
日
最
大
給
水

す
る
学
校
の
卒
業
者
に
つ
い
て
は
五
年
（
簡
易
水
道
及
び
一
日
最
大
給
水

量
が
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
専
用
水
道
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号

量
が
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
専
用
水
道
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号

に
お
い
て
「
簡
易
水
道
等
」
と
い
う
。
）
の
場
合
は
、
二
年
六
箇
月
）
以

に
お
い
て
「
簡
易
水
道
等
」
と
い
う
。
）
の
場
合
は
、
二
年
六
箇
月
）
以

上
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
学
校
の
卒
業
者
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程

上
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
学
校
の
卒
業
者
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程

の
修
了
者
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
七
年
（
簡
易

の
修
了
者
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
七
年
（
簡
易

水
道
等
の
場
合
は
、
三
年
六
箇
月
）
以
上
、
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
学

水
道
等
の
場
合
は
、
三
年
六
箇
月
）
以
上
、
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
学

校
の
卒
業
者
に
つ
い
て
は
九
年
（
簡
易
水
道
等
の
場
合
は
、
四
年
六
箇
月

校
の
卒
業
者
に
つ
い
て
は
九
年
（
簡
易
水
道
等
の
場
合
は
、
四
年
六
箇
月

）
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

）
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

二

外
国
の
学
校
に
お
い
て
、
令
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
学
科

二

外
国
の
学
校
に
お
い
て
、
令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
学
科

目
又
は
前
号
に
規
定
す
る
学
科
目
に
相
当
す
る
学
科
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当

目
又
は
前
号
に
規
定
す
る
学
科
目
に
相
当
す
る
学
科
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得

該
各
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得

し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
卒
業
者
ご
と
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年

し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
卒
業
者
ご
と
に
規
定
す
る
最
低
経
験
年

数
（
簡
易
水
道
等
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
卒
業
者
ご
と
に
規

数
（
簡
易
水
道
等
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
卒
業
者
ご
と
に
規

定
す
る
最
低
経
験
年
数
の
二
分
の
一
）
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実

定
す
る
最
低
経
験
年
数
の
二
分
の
一
）
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

三

（
略
）

三

（
略
）

（
水
道
施
設
の
維
持
及
び
修
繕
）

第
十
七
条
の
二

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

（
新
設
）

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

水
道
施
設
の
構
造
、
位
置
、
維
持
又
は
修
繕
の
状
況
そ
の
他
の
水
道
施



設
の
状
況
（
次
号
に
お
い
て
「
水
道
施
設
の
状
況
」
と
い
う
。
）
を
勘
案

し
て
、
流
量
、
水
圧
、
水
質
そ
の
他
の
水
道
施
設
の
運
転
状
態
を
監
視
し

、
及
び
適
切
な
時
期
に
、
水
道
施
設
の
巡
視
を
行
い
、
並
び
に
清
掃
そ
の

他
の
当
該
水
道
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

水
道
施
設
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時
期
に
、
目
視
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
点
検
を
行
う
こ
と
。

三

前
号
の
点
検
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
（
水
密
性
を
有
し
、
水
道
施

設
の
運
転
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
目
視
が
可
能
な
も
の
に
限

る
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
、
お
お
む
ね
五

年
に
一
回
以
上
の
適
切
な
頻
度
で
行
う
こ
と
。

四

第
二
号
の
点
検
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
水
道
施
設
の
損
傷
、
腐
食
そ
の

他
の
劣
化
そ
の
他
の
異
状
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
と
き
は
、
水
道
施
設

を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
、
修
繕
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

２

水
道
事
業
者
は
、
前
項
第
二
号
の
点
検
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ

を
次
に
点
検
を
行
う
ま
で
の
期
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

点
検
の
年
月
日

二

点
検
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

三

点
検
の
結
果

３

水
道
事
業
者
は
、
第
一
項
第
二
号
の
点
検
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
損
傷
、
腐
食
そ
の
他
の
劣
化
そ
の
他
の
異
状
が
あ
る
こ
と

を
把
握
し
、
同
項
第
四
号
の
措
置
（
修
繕
に
限
る
。
）
を
講
じ
た
場
合
に
は

、
そ
の
内
容
を
記
録
し
、
当
該
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
利
用
し
て
い
る
期

間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
道
施
設
台
帳
）

第
十
七
条
の
三

法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
施
設
の
台
帳

（
新
設
）

は
、
調
書
及
び
図
面
を
も
つ
て
組
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

調
書
に
は
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

導
水
管
き
よ
、
送
水
管
及
び
配
水
管
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
管



路
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
区
分
、
設
置
年
度
、
口
径
、
材

質
及
び
継
手
形
式
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
区
分
等
」
と
い
う
。
）
並

び
に
区
分
等
ご
と
の
延
長

二

水
道
施
設
（
管
路
等
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
設
置
年

度
、
数
量
、
構
造
又
は
形
式
及
び
能
力

３

図
面
は
、
一
般
図
及
び
施
設
平
面
図
を
作
成
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、

そ
の
他
の
図
面
を
作
成
す
る
も
の
と
し
、
水
道
施
設
に
つ
き
、
少
な
く
と
も

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
般
図
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
地
形
図
と
す
る
こ
と
。

イ

市
町
村
名
及
び
そ
の
境
界
線

ロ

給
水
区
域
の
境
界
線

ハ

主
要
な
水
道
施
設
の
位
置
及
び
名
称

ニ

主
要
な
管
路
等
の
位
置

ホ

方
位
、
縮
尺
、
凡
例
及
び
作
成
の
年
月
日

二

施
設
平
面
図
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

前
号
（
ロ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

ロ

管
路
等
の
位
置
、
口
径
及
び
材
質

ハ

制
水
弁
、
空
気
弁
、
消
火
栓
、
減
圧
弁
及
び
排
水
設
備
の
位
置
及
び

種
類

ニ

管
路
等
以
外
の
施
設
の
名
称
、
位
置
及
び
敷
地
の
境
界
線

ホ

付
近
の
道
路
、
河
川
、
鉄
道
等
の
位
置

三

一
般
図
、
施
設
平
面
図
又
は
そ
の
他
の
図
面
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

イ

管
路
等
の
設
置
年
度
、
継
手
形
式
及
び
土
か
ぶ
り

ロ

制
水
弁
、
空
気
弁
、
消
火
栓
、
減
圧
弁
及
び
排
水
設
備
の
形
式
及
び

口
径

ハ

止
水
栓
の
位
置

ニ

道
路
、
河
川
、
鉄
道
等
を
架
空
横
断
す
る
管
路
等
の
構
造
形
式
、
条

数
及
び
延
長

４

調
書
及
び
図
面
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ

れ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
水
道
事
業
に
係
る
収
支
の
見
通
し
の
作
成
及
び
公
表
）

第
十
七
条
の
四

水
道
事
業
者
は
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
収
支
の
見

（
新
設
）

通
し
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
三
十
年
以
上
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
算

定
期
間
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
、
そ
の
事
業
に
係
る
長
期
的
な
収
支
を
試

算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
試
算
は
、
算
定
期
間
に
お
け
る
給
水
収
益
を
適
切
に
予
測
す
る
と

と
も
に
、
水
道
施
設
の
損
傷
、
腐
食
そ
の
他
の
劣
化
の
状
況
を
適
切
に
把
握

又
は
予
測
し
た
上
で
水
道
施
設
の
新
設
、
増
設
又
は
改
造
（
当
該
状
況
に
よ

り
必
要
と
な
る
水
道
施
設
の
更
新
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
需
要
を
算
出

す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
需
要
の
算
出
に
当
た
つ
て
は
、
水
道
施
設
の
規
模
及
び
配
置
の
適

正
化
、
費
用
の
平
準
化
並
び
に
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
給
水
能

力
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

４

水
道
事
業
者
は
、
第
一
項
の
試
算
に
基
づ
き
、
十
年
以
上
を
基
準
と
し
た

合
理
的
な
期
間
に
つ
い
て
収
支
の
見
通
し
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

水
道
事
業
者
は
、
収
支
の
見
通
し
を
作
成
し
た
と
き
は
、
お
お
む
ね
三
年

か
ら
五
年
ご
と
に
見
直
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
提
供
）

（
情
報
提
供
）

第
十
七
条
の
五

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
一

第
十
七
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
一

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
毎
年
一
回
以
上
定
期
に
（

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
毎
年
一
回
以
上
定
期
に
（

第
一
号
の
水
質
検
査
計
画
に
あ
つ
て
は
、
毎
事
業
年
度
の
開
始
前
に
）
、
第

第
一
号
の
水
質
検
査
計
画
に
あ
つ
て
は
、
毎
事
業
年
度
の
開
始
前
に
）
、
第

七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
速
や

七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
速
や

か
に
、
水
道
の
需
要
者
の
閲
覧
に
供
す
る
等
水
道
の
需
要
者
が
当
該
情
報
を

か
に
、
水
道
の
需
要
者
の
閲
覧
に
供
す
る
等
水
道
の
需
要
者
が
当
該
情
報
を

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

水
道
事
業
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項

二

水
道
事
業
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
委
託
及
び
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
水

の
規
定
に
よ
る
委
託
の
内
容
を
含
む
。
）

道
施
設
運
営
権
の
設
定
の
内
容
を
含
む
。
）



三
～
八

（
略
）

三
～
八

（
略
）

（
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

（
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条
の
六

令
第
九
条
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

第
十
七
条
の
三

令
第
七
条
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
委
託
に
係
る
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

事
項
は
、
委
託
に
係
る
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

第
十
七
条
の
七

（
略
）

第
十
七
条
の
四

（
略
）

（
業
務
の
委
託
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条
の
八

法
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
管
理
業
務

（
新
設
）

受
託
者
を
水
道
事
業
者
と
み
な
し
て
法
第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
二

十
二
条
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る

第
十
五
条
第
八
項
、
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
水
道
事
業
者
」

と
あ
る
の
は
、
「
水
道
管
理
業
務
受
託
者
」
と
す
る
。

（
水
道
施
設
運
営
権
の
設
定
の
許
可
の
申
請
）

第
十
七
条
の
九

法
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

（
新
設
）

定
め
る
書
類
（
図
面
を
含
む
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

申
請
者
が
水
道
施
設
運
営
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
民
間
資
金
等
の
活

用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
（
以
下
「

選
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
定
款
又
は
規
約

二

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
対
象
と
な
る
水
道
施
設
の
位
置
を
明
ら
か
に

す
る
地
図

（
水
道
施
設
運
営
等
事
業
実
施
計
画
書
）

第
十
七
条
の
十

法
第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

（
新
設
）

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

選
定
事
業
者
が
水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
適
正
に
遂
行
す
る
に
足
り
る

専
門
的
能
力
及
び
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書



類
二

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
対
象
と
な
る
水
道
施
設
の
維
持
管
理
及
び
計

画
的
な
更
新
に
要
す
る
費
用
の
予
定
総
額
及
び
そ
の
算
出
根
拠
並
び
に
そ

の
調
達
方
法
並
び
に
借
入
金
の
償
還
方
法

三

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
対
象
と
な
る
水
道
施
設
の
利
用
料
金
の
算
出

根
拠

四

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
実
施
に
よ
る
水
道
の
基
盤
の
強
化
の
効
果

五

契
約
終
了
時
の
措
置

（
水
道
施
設
運
営
権
の
設
定
の
許
可
基
準
）

第
十
七
条
の
十
一

法
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の

（
新
設
）

う
ち
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

。一

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
対
象
と
な
る
水
道
施
設
及
び
当
該
水
道
施
設

に
係
る
業
務
の
範
囲
が
、
技
術
上
の
観
点
か
ら
合
理
的
に
設
定
さ
れ
、
か

つ
、
選
定
事
業
者
を
水
道
施
設
運
営
権
者
と
み
な
し
た
場
合
の
当
該
選
定

事
業
者
と
水
道
事
業
者
の
責
任
分
担
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

水
道
施
設
運
営
権
の
存
続
期
間
が
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
需
要

、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
及
び
更
新
に
関
す
る
長
期
的
な
見
通
し
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
経
常
収
支
が
適
切
に
設
定
で
き
る
よ
う
当
該

期
間
が
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
適
正
を
期
す
る
た
め
に
、
水
道
事
業
者
が
選

定
事
業
者
を
水
道
施
設
運
営
権
者
と
み
な
し
た
場
合
の
当
該
選
定
事
業
者

の
業
務
及
び
経
理
の
状
況
を
確
認
す
る
適
切
な
体
制
が
確
保
さ
れ
、
か
つ

、
当
該
確
認
す
べ
き
事
項
及
び
頻
度
が
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

。
四

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
水
道
事
業
者
及
び
選
定
事
業
者
に

よ
る
水
道
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
措
置
が
、
水
道
事
業
の
適
正
か
つ
確

実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
水
道

事
業
者
が
行
う
措
置
が
、
水
道
事
業
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に



適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

選
定
事
業
者
の
工
事
費
の
調
達
、
借
入
金
の
償
還
、
給
水
収
益
及
び
水

道
施
設
の
運
営
に
要
す
る
費
用
等
に
関
す
る
収
支
の
見
通
し
が
、
水
道
施

設
運
営
等
事
業
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る

こ
と
。

七

水
道
施
設
運
営
等
事
業
に
関
す
る
契
約
終
了
時
の
措
置
が
、
水
道
事
業

の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

選
定
事
業
者
が
水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
適
正
に
遂
行
す
る
に
足
り
る

専
門
的
能
力
及
び
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第

一
項
第
二
号
に
関
す
る
も
の
は
、
選
定
事
業
者
を
水
道
施
設
運
営
権
者
と
み

な
し
て
次
条
の
規
定
に
よ
り
第
十
二
条
の
二
各
号
及
び
第
十
二
条
の
四
各
号

の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
な
ら
ば
こ
れ
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る

こ
と
と
す
る
。

３

法
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち
、
同
条
第

一
項
第
三
号
に
関
す
る
も
の
は
、
水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

当
該
水
道
事
業
に
お
け
る
水
道
施
設
の
維
持
管
理
及
び
計
画
的
な
更
新
、
健

全
な
経
営
の
確
保
並
び
に
運
営
に
必
要
な
人
材
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

す
る
。

（
水
道
施
設
運
営
等
事
業
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条
の
十
二

法
第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
施
設
運

（
新
設
）

営
権
者
を
水
道
事
業
者
と
み
な
し
て
法
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第

二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
並
び

に
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
二
条

か
ら
第
十
二
条
の
四
ま
で
、
第
十
二
条
の
六
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第

十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条

第
一
号
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は
「
料
金
（
水
道
施
設
運
営
権
者
が
自
ら
の

収
入
と
し
て
収
受
す
る
水
道
施
設
の
利
用
に
係
る
料
金
を
含
む
。
第
三
号
か

ら
第
五
号
ま
で
、
次
条
か
ら
第
十
二
条
の
四
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
六
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
、
第
十
五
条
第
八
項
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
七
条



の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
水
道
事
業
者

」
と
あ
る
の
は
「
水
道
施
設
運
営
権
者
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
更
新
」
と

あ
る
の
は
「
更
新
（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に

規
定
す
る
運
営
等
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

（
変
更
の
届
出
）

第
三
十
四
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２

法
第
二
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は

２

第
二
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

、
当
該
変
更
の
あ
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
様
式
第
十
に
よ
る
届
出
書
に

当
該
変
更
の
あ
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
様
式
第
十
に
よ
る
届
出
書
に
次

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
水
道
事
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
水
道
事
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
事
業
の
運
営
の
基
準
）

（
事
業
の
運
営
の
基
準
）

第
三
十
六
条

法
第
二
十
五
条
の
八
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給

第
三
十
六
条

法
第
二
十
五
条
の
八
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給

水
装
置
工
事
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

水
装
置
工
事
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

。

と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

五

次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

イ

令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
給
水
装
置
を
設
置
す
る

イ

令
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
給
水
装
置
を
設
置
す
る

こ
と
。

こ
と
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

六

（
略
）

六

（
略
）

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目

）

）

第
五
十
一
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち

第
五
十
一
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
的
細
目
の
う
ち

、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

水
道
基
盤
強
化
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
計

五

広
域
的
水
道
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該



画
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

計
画
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
～
八

（
略
）

六
～
八

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
二
条

第
三
条
、
第
四
条
、
第
八
条
の
三
（
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。

第
五
十
二
条

第
三
条
、
第
四
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
五

）
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
の
三
（
第
三
項
第
一
号

条
か
ら
第
十
七
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
水
道
用
水
供
給
事
業
に
つ
い
て
準

ロ
を
除
く
。
）
ま
で
、
第
十
七
条
の
四
及
び
第
十
七
条
の
五
（
第
五
号
を
除

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
中
「
法
第
七
条
第
五
項
第

く
。
）
か
ら
第
十
七
条
の
十
二
ま
で
の
規
定
は
、
水
道
用
水
供
給
事
業
に
つ

三
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
第
五
項
第
三
号
」
と
、
「
法
第
十
条

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
第
四
条
中
「
法
第
七

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

条
第
五
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
第
五
項
第
七
号
」
と
、

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
水
道
施
設
（
給
水
装
置
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
水
道

第
三
条
第

第
七
条
第
五
項
第
三
号

第
二
十
七
条
第
五
項
第
三

施
設
」
と
、
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
給
水
栓
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

一
項

号

水
道
用
水
供
給
事
業
者
が
水
を
水
道
事
業
者
に
供
給
す
る
場
所
」
と
、
第
十

第
十
条
第
二
項

第
三
十
条
第
二
項

五
条
の
二
中
「
法
第
二
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い

第
四
条

第
七
条
第
五
項
第
八
号

第
二
十
七
条
第
五
項
第
七

て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
法
第
二
十
条
の
三

号

各
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の

第
八
条
の

第
十
一
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

三
各
号
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
と
あ

三
第
一
項

用
す
る
法
第
十
一
条
第
一

る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第

項

一
号
」
と
、
同
号
ロ
⑴
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

第
八
条
の

給
水
区
域

給
水
対
象

二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
法

三
第
一
項

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て

第
二
号

準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
法
第

第
八
条
の

給
水
区
域

給
水
対
象

二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て

三
第
三
項

準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
法

第
一
号

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い

第
八
条
の

給
水
区
域
、
給
水
人
口

給
水
対
象

て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
」
と
、
「
第
十
五
条
の
四

三
第
三
項

第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四

第
五
号

第
六
号
」
と
、
「
同
条
第
七
号
イ
か
ら
ル
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二

第
八
条
の

給
水
人
口
及
び
給
水
量

給
水
量

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
七
号
イ
か
ら
ル
ま
で
」
と
、
同
条

三
第
三
項

第
九
号
ロ
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

第
六
号

三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
、



第
八
条
の

第
十
一
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

「
第
十
五
条
の
四
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

四

用
す
る
法
第
十
一
条
第
一

る
第
十
五
条
の
四
第
三
号
」
と
、
同
号
ハ
中
「
第
十
五
条
の
四
第
四
号
」
と

項

あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
四
号
」
と

第
十
条
第

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

、
第
十
五
条
の
三
中
「
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三

一
項

用
す
る
法
第
十
三
条
第
一

十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号

項

中
「
前
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
各

第
十
一
条

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

号
」
と
、
「
同
条
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

用
す
る
法
第
十
三
条
第
一

る
前
条
第
七
号
」
と
、
第
十
五
条
の
四
中
「
法
第
二
十
条
の
六
第
二
項
」
と

項

あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
六
第
二
項

水
道
施
設
（
給
水
装
置
を
含

水
道
施
設

」
と
、
同
条
第
四
号
ハ
中
「
法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三

む
。
）

十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
、
第
十
五
条
の
五
第

第
十
五
条

第
二
十
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

一
項
中
「
法
第
二
十
条
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

第
一
項

用
す
る
法
第
二
十
条
第
一

用
す
る
法
第
二
十
条
の
七
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
二
第
八
号

項

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
二
第
八
号

第
十
五
条

給
水
栓

当
該
水
道
用
水
供
給
事
業

」
と
、
第
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
法
第
二
十
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の

第
一
項
第

者
が
水
道
用
水
を
水
道
事

は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
八
第
二
項
」
と
、

二
号

業
者
に
供
給
す
る
場
所

同
項
第
八
号
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

第
十
五
条

第
二
十
条
第
三
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

第
七
項
第

用
す
る
法
第
二
十
条
第
三

第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
条
の
八
第

五
号

項

一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

第
十
五
条

第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
二
十
条
の
八
第
一
項
後

第
八
項

用
す
る
法
第
二
十
条
第
三

段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
八

項
た
だ
し
書

第
一
項
後
段
」
と
、
第
十
五
条
の
七
中
「
法
第
二
十
条
の
九
」
と
あ
る
の
は

第
十
五
条

第
二
十
条
の
二

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
九
」
と
、
第
十
五
条

の
二

用
す
る
法
第
二
十
条
の
二

の
八
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一

第
十
五
条

第
二
十
条
の
三
各
号

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
三
号
」
と

の
二
第
三

用
す
る
法
第
二
十
条
の
三

、
第
十
五
条
の
九
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「

号

各
号

法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

第
四
号
」
と
、
第
十
五
条
の
十
第
二
項
中
「
法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
あ
る

の
二
第
四

号

用
す
る
法
第
二
十
条
の
四

の
は
「
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
、
同

号

第
一
項
第
一
号

項
第
九
号
中
「
第
十
五
条
の
四
第
四
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に



第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
四
号
ハ
」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十

の
二
第
五

号

用
す
る
法
第
二
十
条
の
四

五
条
の
四
第
七
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

号

第
一
項
第
二
号

十
五
条
の
四
第
七
号
ハ
」
と
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
五
条
の
四
第
七
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
七

の
二
第
六

号
イ

用
す
る
法
第
二
十
条
の
四

号
ニ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

号

第
一
項
第
三
号
イ

同
号
ハ

法
第
三
十
一
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
条
の

四
第
一
項
第
三
号
ハ

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
二
第
七

号
ロ

用
す
る
法
第
二
十
条
の
四

号

第
一
項
第
三
号
ロ

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
二
第
九

号
イ

用
す
る
法
第
二
十
条
の
四

号
ロ

第
一
項
第
三
号
イ

第
十
五
条

第
二
十
条
の
五
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
三

用
す
る
法
第
二
十
条
の
五

第
一
項

第
十
五
条

第
二
十
条
の
六
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
四

用
す
る
法
第
二
十
条
の
六

第
二
項

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
四

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
四
第
四

用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

号
ハ

四

第
十
五
条

第
二
十
条
の
七

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
五
第
一

用
す
る
法
第
二
十
条
の
七

項第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
六
第
一

用
す
る
法
第
二
十
条
の
八

項

第
二
項

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
二

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準



の
六
第
一

号
及
び
第
四
号

用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

項
第
八
号

第
二
項
第
二
号
及
び
第
四

号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
一
項
前
段

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
六
第
二

用
す
る
法
第
二
十
条
の
八

項

第
一
項
前
段

第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
一
項
後
段

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
六
第
三

用
す
る
法
第
二
十
条
の
八

項

第
一
項
後
段

第
十
五
条

第
二
十
条
の
九

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
七

用
す
る
法
第
二
十
条
の
九

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
三

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
八

号

用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

第
二
項
第
三
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
四

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
九

号

用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

第
二
項
第
四
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
四

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
十
第
二

用
す
る
法
第
二
十
条
の
十

項

四

第
十
六
条

第
二
十
一
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

第
一
項
及

用
す
る
法
第
二
十
一
条
第

び
第
二
項

一
項

第
十
六
条

第
二
十
一
条
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

第
四
項

用
す
る
法
第
二
十
一
条
第

二
項

第
十
七
条

第
二
十
二
条

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
二
条

第
十
七
条

給
水
栓

当
該
水
道
用
水
供
給
事
業

第
一
項
第

者
が
水
道
用
水
を
水
道
事

三
号

業
者
に
供
給
す
る
場
所



第
十
七
条

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
二
第
一

用
す
る
法
第
二
十
二
条
の

項

二
第
一
項

第
十
七
条

第
二
十
二
条
の
三
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
三
第
一

用
す
る
法
第
二
十
二
条
の

項

三
第
一
項

第
十
七
条

止
水
栓
の
位
置

当
該
水
道
用
水
供
給
事
業

の
三
第
三

者
が
水
道
用
水
を
水
道
事

項
第
三
号

業
者
に
供
給
す
る
場
所

ハ第
十
七
条

第
二
十
二
条
の
四
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
四
第
一

用
す
る
法
第
二
十
二
条
の

項

四
第
二
項

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
二

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
五

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

二

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
五
第
二

規
定
に
よ
る
委
託
及
び
法
第

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

号

二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

定
に
よ
る
水
道
施
設
運
営
権

委
託
及
び
法
第
三
十
一
条

の
設
定
の
内
容

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

二
十
四
条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
水
道
施
設
運

営
権
の
設
定
の
内
容

第
十
七
条

第
二
十
条
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
五
第
七

用
す
る
法
第
二
十
条
第
一

号

項

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
七

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

三
第
二
項

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
三
第
六
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準



の
八

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

三
第
六
項

第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
条
第
三

項
た
だ
し
書

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
九

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

五
第
一
項

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
第

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
十

十
号

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

五
第
三
項
第
十
号

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
六
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
十
一
第

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

一
項

六
第
二
項

同
条
第
一
項
第
一
号

法
第
三
十
一
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
四
条

の
六
第
一
項
第
一
号

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
六
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
十
一
第

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

三
項

六
第
二
項

同
条
第
一
項
第
三
号

法
第
三
十
一
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
四
条

の
六
第
一
項
第
三
号

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
八
第
二
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

の
十
二

用
す
る
法
第
二
十
四
条
の

八
第
二
項

第
十
四
条
第
三
項

第
三
十
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
四
条
第
三

項



（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
四
条

第
三
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
の

第
五
十
四
条

第
三
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま

二
ま
で
、
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十
七
条
の
七
の
規
定
は
、
専
用
水
道
に
つ

で
、
第
十
七
条
の
三
及
び
第
十
七
条
の
四
の
規
定
は
、
専
用
水
道
に
つ
い
て

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
中
「
給
水
装
置
」
と
あ
る
の

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

は
「
給
水
の
施
設
」
と
、
第
十
五
条
の
二
中
「
法
第
二
十
条
の
二
」
と
あ
る

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
二
」
と
、
同
条

第
三
条

第
七
条
第
五
項
第
三
号
（
法

第
三
十
三
条
第
四
項
第
三

第
三
号
中
「
法
第
二
十
条
の
三
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お

第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準

号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
三
各
号
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
法
第
二
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

第
十
条
第

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
号
ロ
⑴
中
「
前
条
第
一
項
第

一
項

い
て
準
用
す
る
法
第
十
三

一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
第
一

条
第
一
項

号
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の

第
十
一
条

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号

い
て
準
用
す
る
法
第
十
三

」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
あ
る
の

条
第
一
項

は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号

給
水
装
置

給
水
の
施
設

イ
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
」
と
あ
る

第
十
五
条

第
二
十
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三

第
一
項
及

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

号
ロ
」
と
、
「
第
十
五
条
の
四
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お

び
第
二
項

条
第
一
項

い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
六
号
」
と
、
「
同
条
第
七
号
イ
か
ら
ル
ま

第
十
五
条

第
二
十
条
第
三
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
七

第
七
項
第

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

号
イ
か
ら
ル
ま
で
」
と
、
同
条
第
九
号
ロ
中
「
法
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第

五
号

条
第
三
項

三
号
イ
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条

第
十
五
条

第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
四
第
一
項
第
三
号
イ
」
と
、
「
第
十
五
条
の
四
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「

第
八
項

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
三
号
」
と
、
同
号
ハ
中

条
第
三
項
た
だ
し
書

「
第
十
五
条
の
四
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

第
十
五
条

第
二
十
条
の
二

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

る
第
十
五
条
の
四
第
四
号
」
と
、
第
十
五
条
の
三
中
「
法
第
二
十
条
の
五
第

の
二

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の

条
の
二

五
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
前
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四

第
十
五
条

第
二
十
条
の
三
各
号

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
各
号
」
と
、
「
同
条
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「

の
二
第
三

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
七
号
」
と
、
第
十
五
条
の
四
中
「

号

条
の
三
各
号

法
第
二
十
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用



第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

す
る
法
第
二
十
条
の
六
第
二
項
」
と
、
同
条
第
四
号
ハ
中
「
法
第
二
十
条
の

の
二
第
四

号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

十
四
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の

号

条
の
四
第
一
項
第
一
号

十
四
」
と
、
第
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
法
第
二
十
条
の
七
」
と
あ
る
の
は

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
二

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
七
」
と
、
同
条
第
二

の
二
第
五

号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項
中
「
第
十
五
条
の
二
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準

号

条
の
四
第
一
項
第
二
号

用
す
る
第
十
五
条
の
二
第
八
号
」
と
、
第
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
法
第
二

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
三

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

十
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法

の
二
第
六

号
イ

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

第
二
十
条
の
八
第
二
項
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項

号

条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ

第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え

同
号
ハ

法
第
三
十
四
条
第
一
項
に

て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
、
同
条
第

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

二
項
中
「
法
第
二
十
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条

十
条
の
四
第
一
項
第
三
号

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
三
項
中

ハ

「
法
第
二
十
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と
、
第
十
五
条
の
七
中
「
法

の
二
第
七

三
号
ロ

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

第
二
十
条
の
九
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

号

条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ

二
十
条
の
九
」
と
、
第
十
五
条
の
八
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
三
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二

の
二
第
九

三
号
イ

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

十
条
の
十
第
二
項
第
三
号
」
と
、
第
十
五
条
の
九
中
「
法
第
二
十
条
の
十
第

号
ロ

条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ

二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

第
十
五
条

第
二
十
条
の
五
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

す
る
法
第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
四
号
」
と
、
第
十
五
条
の
十
第
二
項
中
「

の
三

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

条
の
五
第
一
項

法
第
二
十
条
の
十
四
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
第
十
五
条
の
四
第
四
号
ハ
」

第
十
五
条

第
二
十
条
の
六
第
二
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
四
号
ハ

の
四

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

」
と
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
五
条
の
四
第
七
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

条
の
六
第
二
項

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
七
号
ハ
」
と
、
同
項
第
十
一

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
四

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

号
中
「
第
十
五
条
の
四
第
七
号
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て

の
四
第
四

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
七
号
ニ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

号
ハ

条
の
十
四

第
十
五
条

第
二
十
条
の
七

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
五
第
一

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

条
の
七



第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
二
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
六
第
一

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

条
の
八
第
二
項

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
二

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
六
第
一

号
及
び
第
四
号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項
第
八
号

条
の
十
第
二
項
第
二
号
及

び
第
四
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
一
項
前
段

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
六
第
二

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

条
の
八
第
一
項
前
段

第
十
五
条

第
二
十
条
の
八
第
一
項
後
段

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
六
第
三

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

条
の
八
第
一
項
後
段

第
十
五
条

第
二
十
条
の
九

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
七

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

条
の
九

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
三

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
八

号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

条
の
十
第
二
項
第
三
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
第
二
項
第
四

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
九

号

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

条
の
十
第
二
項
第
四
号

第
十
五
条

第
二
十
条
の
十
四

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
十
第
二

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

条
の
十
四

第
十
六
条

第
二
十
一
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

第
一
項
及

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

び
第
二
項

一
条
第
一
項

第
十
六
条

第
二
十
一
条
第
二
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お



第
四
項

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

一
条
第
二
項

第
十
七
条

第
二
十
二
条

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

二
条

第
十
七
条

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
二
第
一

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

項

二
条
の
二
第
一
項

第
十
七
条

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お

の
七

い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

四
条
の
三
第
二
項

（
管
理
基
準
）

（
管
理
基
準
）

第
五
十
五
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
五
十
五
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

水
槽
の
掃
除
を
毎
年
一
回
以
上
定
期
に
行
う
こ
と
。

一

水
槽
の
掃
除
を
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
行
う
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

（
検
査
）

（
検
査
）

第
五
十
六
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
毎
年
一

第
五
十
六
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
一
年
以

回
以
上
定
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

内
ご
と
に
一
回
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



様
式
第
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第十二（第五十七条第一項関係） （表 面）

水 道 法 検 査 証



（裏 面）

この証明書を携帯する者は、水道法第二十条の十五（同法
第三十四条の四において準用する場合を含む。）の規定によ
り立入検査をする職権を行う者で、その関係条文は次のとお
りであります。
水道法（抄）

第二十条の十五 厚生労働大臣は、水質検査の適正な実施を
確保するため必要があると認めるときは、登録水質検査機
関に対し、業務の状況に関し必要な報告を求め、又は当該
職員に、登録水質検査機関の事務所又は事業所に立ち入り、
業務の状況若しくは検査施設、帳簿、書類その他の物件を
検査させることができる。

２ 前項の規定により立入検査を行う職員は、その身分を示
す証明書を携帯し、関係者の請求があつたときは、これを
提示しなければならない。

３ 第一項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められ
たものと解釈してはならない。

第三十四条の四 第二十条の二から第二十条の五までの規定
は第三十四条の二第二項の登録について、第二十条の六第
二項の規定は簡易専用水道の管理の検査について、第二十
条の七から第二十条の十六までの規定は第三十四条の二第
二項の登録を受けた者について、それぞれ準用する。この
場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に
掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替
えるものとする。
（略）
第二十条の 水質検査の 簡易専用水道の管理の検査の
十五第一項 検査施設 検査設備
（略）

第五十五条の二 次の各号のいずれかに該当する者は、三十
万円以下の罰金に処する。

一・二 （略）
三 第二十条の十五第一項（第三十四条の四において準用す
る場合を含む。）の規定による報告をせず、若しくは虚偽
の報告をし、又は当該職員の検査を拒み、妨げ、若しくは
忌避した者

備考 この様式は、A列6番の厚紙を用いて、中央の点線の所から二つ折にすること。

第 号

令和 年 月 日交付

令和 年 月 日まで有効

官職又は職名

氏 名

生 年 月 日

厚生労働大臣印

写 真



様
式
第
十
二
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第十二の三（第五十七条第三項関係） （表 面）
保護するために必要であり、かつ、適切であると認めると
きは、水道事業者又は水道用水供給事業者に対して、期間、
水量及び方法を定めて、水道施設内に取り入れた水を他の
水道事業者又は水道用水供給事業者に供給すべきことを命

ずることができる。
２ （略）
３ 第一項の場合において、都道府県知事が同項に規定する
権限に属する事務を行うことができないと厚生労働大臣が
認めるときは、同項の規定にかかわらず、当該事務は厚生
労働大臣が行う。

４ 第一項及び前項の場合において、供給の対価は、当事者
間の協議によつて定める。協議が調わないとき、又は協議
をすることができないときは、都道府県知事が供給に要し
た実費の額を基準として裁定する。

５～７ （略）
８ 都道府県知事は、第一項及び第四項の事務を行うために
必要があると認めるときは、水道事業者若しくは水道用水
供給事業者から、事業の実施状況について必要な報告を徴
し、又は該当職員をして、事務所若しくは水道施設のある
場所に立ち入らせ、水道施設、水質、水圧、水量若しくは
必要な帳簿書類を検査させることができる。

９ 第三十九条第四項及び第五項の規定は、前項の規定によ
る都道府県知事の行う事務について準用する。この場合に
おいて 同条第四項中「前三項」とあり、及び同条第五項中
「第一項、第二項又は第三項」とあるのは「第四十条第八
項」と読み替えるものとする。

第五十五条 次の各号のいすれかに該当する者は、三十万円
以下の罰金に処する。
一・二 （略）
三 第三十九条第一項、第二項、第三項又は第四十条第八
項（第二十四条の八第一項（第三十一条において準用す
る場合を含む。）の規定により読み替えて適用する場合
を含む。）の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報
告をし、又は当該職員の検査を拒み、妨げ、若しくは忌
避した者

第五十六条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使
用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関して第
五十二条から第五十三条の二まで又は第五十四条から第五
十五条の二までの違反行為をしたときは、行為者を罰する
ほか、その法人又は人に対しても、各本条の罰金刑を科す
る。

水 道 法 検 査 証



(裏 面)
この証明書を携帯する者は、水道法第三十九条及び第四十

条の規定により立入検査をする職権を行う者で、その関係条
文は次のとおりであります。

水道法（抄）
第三十九条 厚生労働大臣は、水道（水道事業等の用に供す
るものに限る。以下この項において同じ。)の布設若しくは
管理又は水道事業若しくは水道用水供給事業の適正を確保
するために必要があると認めるときは、水道事業者若しく
は水道用水供給事業者から工事の施行状況若しくは事業の
実施状況について必要な報告を徴し、又は当該職員をして
水道の工事現場、事務所若しくは水道施設のある場所に立
ち入らせ、工事の施行状況、水道施設、水質、水圧、水量
若しくは必要な帳簿書類(その作成又は保存に代えて電磁的
記録の作成又は保存されている場合における当該電磁的記
録を含む。次項及び第四十条第八項において同じ。）を検
査させることができる。

２ 都道府県知事は、水道（水道事業等の用に供するものを
除く。以下この項において同じ。）の布設又は管理の適正
を確保するために必要があると認めるときは、専用水道の
設置者から工事の施行状況若しくは専用水道の管理につい
て必要な報告を徴し、又は当該職員をして水道の工事現場、
事務所若しくは水道施設のある場所に立ち入らせ、工事の
施行状況、水道施設、水質、水圧、水量若しくは必要な帳
簿書類を検査させることができる。

３ 都道府県知事は、簡易専用水道の管理の適正を確保する
ために必要があると認めるときは、簡易専用水道の設置者
から簡易専用水道の管理について必要な報告を徴し、又は
当該職員をして簡易専用水道の用に供する施設の在る場所
若しくは設置者の事務所に立ち入らせ、その施設、水質若
しくは必要な帳簿書類を検査させることができる。

４ 前三項の規定により立入検査を行う場合には、当該職員
は、その身分を示す証明書を携帯し、かつ、関係者の請求
があつたときは、これを提示しなければならない。

５ 第一項、第二項又は第三項の規定による立入検査の権限
は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならな
い。

第四十条 都道府県知事は、災害その他非常の場合にお
いて、緊急に水道用水を補給することが公共の利益を

備考 この様式は、A列6番の厚紙を用いて、中央の点線の所から二つ折にすること

第 号

令和 年 月 日交付

令和 年 月 日まで有効

官職又は職名

氏 名

生 年 月 日

厚生労働大臣、

都道府県知事、

市長又は区長印

写 真



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
三
（
同
令
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

は
、
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

２

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
）

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
）

表
一

表
一

（
略
）

（
略
）

水
道
法
（
昭
和
三
十
二

第
二
十
条
の
十
第
一
項
（
第
二
十
四
条
の

水
道
法
（
昭
和
三
十
二

第
二
十
条
の
十
第
一
項
（
第
二
十
四
条
の

年
法
律
第
百
七
十
七
号

三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に

年
法
律
第
百
七
十
七
号

三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に

）

関
す
る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合

）

関
す
る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合

又
は
第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に

に
お
い
て
、
当
該
委
託
さ
れ
た
業
務
の
範

よ
り
水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
実
施
す
る

囲
内
に
お
い
て
、
水
道
管
理
業
務
受
託
者

場
合
に
お
い
て
、
当
該
委
託
さ
れ
た
業
務

を
水
道
事
業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術

又
は
当
該
水
道
施
設
運
営
等
事
業
に
係
る

管
理
者
を
水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て

業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
水
道
管
理
業

適
用
す
る
場
合
（
第
三
十
一
条
及
び
第
三

務
受
託
者
又
は
水
道
施
設
運
営
権
者
を
水

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

道
事
業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術
管
理

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

者
又
は
水
道
施
設
運
営
等
事
業
技
術
管
理

）
並
び
に
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条

者
を
水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て
適
用

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

す
る
場
合
（
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四

。
）
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
保
存

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の

保
存

第
二
十
条
の
十
四
（
第
二
十
四
条
の
三
第

第
二
十
条
の
十
四
（
第
二
十
四
条
の
三
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に
関
す

六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に
関
す

る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
又
は

る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
お

第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

い
て
、
当
該
委
託
さ
れ
た
業
務
の
範
囲
内

水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
お
い
て
、
水
道
管
理
業
務
受
託
者
を
水

に
お
い
て
、
当
該
委
託
さ
れ
た
業
務
又
は

道
事
業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術
管
理



当
該
水
道
施
設
運
営
等
事
業
に
係
る
業
務

者
を
水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て
適
用

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
水
道
管
理
業
務
受

す
る
場
合
並
び
に
第
三
十
一
条
及
び
第
三

託
者
又
は
水
道
施
設
運
営
権
者
を
水
道
事

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術
管
理
者
又

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

は
水
道
施
設
運
営
等
事
業
技
術
管
理
者
を

水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る

場
合
（
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
並
び
に
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
二
条
の
三
（
第
二
十
四
条
の
三
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に
関
す

る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
又
は

第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
委
託
さ
れ
た
業
務
又
は

当
該
水
道
施
設
運
営
等
事
業
に
係
る
業
務

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
水
道
管
理
業
務
受

託
者
又
は
水
道
施
設
運
営
権
者
を
水
道
事

業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術
管
理
者
又

は
水
道
施
設
運
営
等
事
業
技
術
管
理
者
を

水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る

場
合
（
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
水
道
施
設
の
台
帳
の
保
管

（
略
）

（
略
）

水
道
法
施
行
規
則
（
昭

（
略
）

水
道
法
施
行
規
則
（
昭

（
略
）

和
三
十
二
年
厚
生
省
令

第
十
四
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の

和
三
十
二
年
厚
生
省
令

第
十
四
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の

第
四
十
五
号
）

備
付
け

第
四
十
五
号
）

備
付
け



第
十
七
条
の
二
第
二
項
（
水
道
法
第
二
十

四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の

管
理
に
関
す
る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す

る
場
合
又
は
同
法
第
二
十
四
条
の
八
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
水
道
施
設
運
営
等
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
委
託

さ
れ
た
業
務
又
は
当
該
水
道
施
設
運
営
等

事
業
に
係
る
業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

水
道
管
理
業
務
受
託
者
又
は
水
道
施
設
運

営
権
者
を
水
道
事
業
者
と
、
受
託
水
道
業

務
技
術
管
理
者
又
は
水
道
施
設
運
営
等
事

業
技
術
管
理
者
を
水
道
技
術
管
理
者
と
み

な
し
て
適
用
す
る
場
合
（
第
五
十
二
条
及

び
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
並
び
に
第
五
十
二
条
及
び
第

五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
保
存

表
二
～
表
四

（
略
）

表
二
～
表
四

（
略
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

生
活
衛
生
関
係
営
業
の

（
略
）

生
活
衛
生
関
係
営
業
の

（
略
）

運
営
の
適
正
化
及
び
振

運
営
の
適
正
化
及
び
振

興
に
関
す
る
法
律

興
に
関
す
る
法
律

水
道
法

第
二
十
二
条
の
三
（
第
二
十
四
条
の
三
第

（
新
設
）

六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の
管
理
に
関
す

る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
又
は

第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

水
道
施
設
運
営
等
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
業
務
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
水
道
管
理
業
務
受
託
者
又
は
水
道
施

設
運
営
権
者
を
水
道
事
業
者
と
、
受
託
水



道
業
務
技
術
管
理
者
又
は
水
道
施
設
運
営

等
事
業
技
術
管
理
者
を
水
道
技
術
管
理
者

と
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
（
第
三
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
水
道
施
設

の
台
帳
の
作
成

（
略
）

（
略
）

水
道
法
施
行
規
則

第
十
五
条
第
八
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

水
道
法
施
行
規
則

第
十
五
条
第
八
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

書
面
で
の
委
託
契
約

書
面
で
の
委
託
契
約

第
十
七
条
の
二
第
二
項
（
水
道
法
第
二
十

四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
の

管
理
に
関
す
る
技
術
上
の
業
務
を
委
託
す

る
場
合
又
は
同
法
第
二
十
四
条
の
八
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
水
道
施
設
運
営
等
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
業
務

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
水
道
管
理
業
務
受

託
者
又
は
水
道
施
設
運
営
権
者
を
水
道
事

業
者
と
、
受
託
水
道
業
務
技
術
管
理
者
又

は
水
道
施
設
運
営
等
事
業
技
術
管
理
者
を

水
道
技
術
管
理
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る

場
合
（
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
四
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び

に
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
記
録

（
略
）

（
略
）


